








 

研究目的 

 胎内発育遅延児(FGR)の成因を解明するには,現在のところ動物を用いた方」

法に依存している。その実験的ラット FGR の作製法には(1)飢餓飼育,(2)胎盤血

管栓塞形成,(3)子宮動脈結紮による血流抑制,(4)腎剔出および腎動脈一部結紮

による高血圧作製,(5)Actinomycin D および MTX 投与による胎盤組織の破綻な

どの方法が応用されている。しかし(1)を除く他の方法は手術操作や組織細胞の

強力な蛋白合成阻害物質であり,自然に近い環境下での作製法ではない。今回,

私共は母体に実験的 MetHb 血症を誘発させ,低酸素状態を持続させることによ

って,ラット FGR の作成を試みた。 


